
  

 謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 旧年中は、大歳地域交流センター主催講座をはじめ、各種事業や行事等に

ご協力を賜り、誠にありがとうございました。 

お陰様で、充実した事業活動を行うことができました。 

 本年も、昨年より増して、地域の皆様により親しまれ、愛される地域交流

センターを目指し、職員一同さらに努力して参ります。これまで以上に皆様

のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。     

大歳地域交流センター 職員一同 
 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

№１９０ 

令和７年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口 TEL 922-2461） 

人 口 13,985 世帯数 7,003  

令和６年 12 月 1 日現在 

１月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  
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大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 

 

本年もよろしく 

お願いします 

 

要申込
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庭木の剪定要員募集  
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６日(月) 燃やせないごみの日 

７日(火） 七草がゆ試食会（11：00～13：00） 

１３日(月） どんど焼き（10：00～14：00） 

１７日(金) 金属・小型家電製品の日 

パソコン相談（受付 10：00～10：30） 

ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

１８日(土) みんなのひろば（13：30～15：30） 

２２日(水) びん・缶の日 

 

２７日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２９日(水) 子育てサークル太陽クラブ（10：00～） 

３０日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

３１日(金） 大歳小学校地域参観日（13：00～14：45） 

ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

 
【大歳地区１月の行事予定】 

大会の様子 優勝：岩富のみなさん 
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小郡遥拝所の建立   その３ 遙拝所の建立 

遙拝所建立の誘致合戦  
 遙拝所建立の動きは、文久３（１８６３）年１０月の小郡宰判の台道村に続き、下郷村におきます。両村はそ

れぞれの地に遙拝所建立の要望書を小郡代官所に提出します。山口大神宮まで行くことができなくなった参拝者

のために、関門外の山陽道の地に、大神宮を遙拝する社殿を建立しようとしたのです。また、下郷村の要望書に

は「隣郡である山口・宮市の繁栄は、山口には大神宮、宮市には天満宮があるからで・・・・」と、台道村の要

望書には「通過により宿舎・草履の需要がおおきくなる」とかかれています。山陽道沿いにある台道村と下郷村

は、大神宮遙拝所の参拝者が多く見込まれ、それを引き受けることで、村の経済の活性化が期待できると考え、

其々の利点を訴え、誘致合戦を繰り広げていきます。台道村は、下郷村に先駆け、早くから遙拝所建立の要望書

を代官所にだしていましたが、最終的に寺社奉行は、両村の要望を取り入れ、台道村に内宮、下郷村に外宮を許

可し、内宮・外宮の遙拝所は元治元（１８６４）年の中頃に建立されます。両村の要望は叶い、遙拝所は建立さ

れ参拝者の便宜を図るこができ、村の経済の発展も期待できました。 

今も残る小郡遙拝所  
しかし、翌年の慶応元（１８６５）年１月に太田・絵堂の戦いが起こり、内訌戦に勝利した革新派はその後、

四境を攻撃してきた幕府軍を相手に戦い（第２次幕長戦争）に勝利します。そして、歴史は倒幕へ向かい、２年

後の１８６８年９月に明治維新（明治に改元）を迎えることになります。柳井田関門が取り除かれたのは、明治

２～３年（１８６９～１８７０年）に起きた脱退騒動（註１）以後で、築堤もしだいにとりこわされていきます。し

たがって、台道村や下郷村の人々の努力によって出来た山口大神宮遙拝所が機能し、参拝者の便宜を図り、両村

の経済が潤ったのは、わずかな年数と思われます。現在、台道の遙拝所（内宮）は残っていませんが（註２）、小郡

の遙拝所（外宮）は本殿・中門・神門ものこっています。下郷村は遙拝所建立にあたって多くの人は資金をだし、

明治維新以降も小郡の山手の人々の浄財によって、保存・修理されてきたといわれます。昭和５４年の「小郡町

史」によると、「祭日、５月１日。祭日には、花角力や農機具の露店でにぎわいをみせたが、近年消滅した。」

とあります。幕末、石州街道が封鎖されることで創建された小郡遙拝所は、小郡町時代の平成５（１９９３）年

の３月に「指定文化財」になっており、合併後（平成１７年１０月）の今は、山口市の「指定文化財」になって

います。（註１）明治２～３（１８６９～１９７０）年におきた倒幕に活躍した諸隊の整理・解散に対する反乱。

（注２）遙拝所の灯籠は今から１０年前までは長沢池より南側の台道（現在防府市）の国道２号線のそばにあっ

た。参考資料「山口県神道史研究 山口大神宮台道・小郡遙拝所の建立」広田暢久「小郡町史」（昭和５４年 発

行）（文責：大歳史談会 白上茂樹） 
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   小郡下郷山手下にある小郡遙拝所 


